
 

 

 

 

 

 

『学童だより』は公民館と連携のもと定期的に発行・地区回覧させていただいております。 

暑い毎日が続きますが、南部小学校では子どもたち待望の夏休みが始まっております。今年は
８月２７日（火）までと、例年より長く、それに伴って学童で過ごす時間も多くなります。学童
では小学校よりも長い時間を過ごす学童生活を例えて、施設を「第二の家」、仲間を「昼間のきょ
うだい」と言ったりします。４月～６月までは様子見で、夏休みから段々と『地』が出てくる子
どもたち。それを乗り越えて、「昼間のきょうだい」になっていくのです。 

地域の関わりが減ってきたと言われている昨今ですが、南部地域の強固なつながりをもとに、
地域の輪の中でたくさんの経験ができるような夏休みになれば思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天童南部地区学童保育所 
 第２０号 

令和６年７月発行 

～南部地区広報だより～ 

 「天童地区学童保育協会」が発足してから約４８

年。任意団体として、地域の方と共に歩んできまし

たが、この度特定非営利活動法人（NPO法人）に

移行しました。その記念としてささやかながら、式典

を開かせていただきました。南部地域からも代表の

方々にご参加いただき、ありがとうございました。 

また、『学童保育所』の大切さを説き、天童地区

学童保育協会の発足をはじめ、多くの歴史を築き

上げて下さった瀬戸山京子さん、棚田美津子さん、

荒井雅子さんの３名に感謝状を送らせていただき

ました。本当に長い間、ありがとうございました。 

 NPO法人として、よりよい運営のもと、保護者の

皆さまが安心して働けるように、子どもたちの豊か

な放課後を支えていきます。 

５月３１日に髙橋徹南部小学校長をはじめとした地域代表者の皆さま、早川美由紀子育て支

援課長、市議会議員の皆さまをお呼びし、天童南部地域学童保育懇談会を開催いたしました。

お忙しい中、たくさんの地域の方にご参加いただきまして、本当にありがとうございました。 

飯田南部地区運営委員長から「天童南部第七・第八学童

保育所（仮称）」の新築が決定したこと、地域の皆さまから多

大なご協力をいただきましたことへのお礼とともに、今後の南

部地区学童保育所の見通しなどをお話させていただきました。

終了後には懇親会にもご参加いただきました。 

皆様からたくさんの温かいお言葉をいただき、本当に感謝し

ております。これからも学童保育へのご理解・ご協力をいただ

きながら、「地域の宝」である子どもたちを共に支えていただ

ければと思います。よろしくお願いいたします。 

天童南部地域学童保育懇談会 

子どもが育つ。

未来を創る。

主役は子ども 地域で子育て親の安心

○法人基本理念と３つの柱 

協会HP 



 

触覚・嗅覚・味覚・聴覚・視覚。毎日いっぱい使って『遊び』を楽しんでいます♪ 

～NPO法人天童地区学童保育協会 南部地区学童一覧～ 

南部学童保育所     田鶴町 4-2-10 南部小隣  ☎023-654-6930  nanbu1@beige.plala.or.jp 

南部第二学童保育所   駅西 4-10-12 市民病院向かい  ☎023-651-5301  nanbu-aozora@brown.plala.or.jp 

南部第三学童保育所  田鶴町 4-2-10 南部小内  ☎023-651-8131  nanbu-chibikko@rainbow.plala.or.jp 

南部第四学童保育所   田鶴町 4-2-10    〃    ☎023-687-0734  azisai@bz04.plala.or.jp 

南部第五学童保育所  田鶴町 4-2-1  南部小裏１階  ☎023-665-4020 takenoko.nanbu5@silk.plala.or.jp 

南部第六学童保育所   田鶴町 4-2-1  〃 ２階  ☎023-676-7250   nanbu6.tanpopo@cocoa.plala.or.jp 

 ６月２４日、７月３日にけん玉協会山形支部の平山先生・原田先生をお呼びして、１・２年生向けにけ

ん玉教室を行いました。先生の丁寧な教えのおかげで一歩ずつできるようになっていきました。ありが

とうございました！学童ではけん玉やコマなどを毎日楽しく行っています。 

努力を続けることによってできるようになり、さらに上の技に挑戦する喜

びを知って欲しいと思い導入しています。子どもたちの日頃の遊びを『公民

館フェスティバル』などで披露できればと思っているところです。 

定番の泥遊び「気持ちいい～★」 梅！「いい匂い！美味しそう！」 

クラスク。はじく、とばす…。 

今回は天童市民の健康を守っている 

『健康センター』の職員さんにお話しを伺ってきました！ 

●『ここはなにをしているところですか？』 
 赤ちゃんから大人までの『健康』を守ったり、健康に関する相談や手続きを行っています。去年までは
コロナワクチンの仕事も行っていました。４月からはお父さん・お母さんや、子どものみんなが困ってい
ることをお手伝いする『こども家庭センター』もできました。 
●『健康』ってなんですか？ 
 『健康』は体も心も元気なこと。でも、『元気』は人それぞ
れ違います。特にみんなの『心の元気』な状態は周りの大
人が一番わかっていてくれていると思います。聞いてみて
くださいね。 

●何時までやっていますか？ 
 夕方の５時過ぎぐらいまでやっています。 
●一日で何人くらい来ますか？ 
 １０人～１５人くらいですが、子どもの健診があると２０人～４０人です。 
●いつできましたか？ 

 今から１５年前くらいです（生まれてないっ！）。 
●仕事で大変なことはなんですか？ 
 その人それぞれで『健康』は違うので、その人に合わ
せてお手伝いしていくのが大変です。 

お忙しい中、施設見学・インタビューの時間
を取って頂き、ありがとうざいました。 
病後児保育室『きらきら』を見せていただい
たり、赤ちゃん人形を抱っこさせていただい
たり、貴重な体験をすることができました♪
「ここ来たことある！」と赤ちゃん時代の記憶
が残ってる子もいてびっくりでした～。次にく
るのはいつになるかな？ 

こども家庭係 手塚さん 
母子保健係 長島さん 


